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い
で
の
ま
ち
か
ど

オ
ウ
ツ

チ
ン

グ

　

井
手
町
消
防
出
初
式
が
１
月

12
日
（
日
）、
泉
ヶ
丘
中
学
校

で
行
わ
れ
、
井
手
町
消
防
団
や

京
田
辺
市
消
防
署
井
手
分
署
、

地
域
の
自
主
防
災
組
織
の
代
表

ら
が
一
堂
に
会
し
、
防
災
へ
の

決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
西
島
寛
道
町
長

が
式
辞
、
脇
田
英
訓
団
長
が
訓

示
を
述
べ
た
あ
と
、
優
良
消
防

団
員
に
対
す
る
表
彰
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
来
賓
の
祝
辞

に
続
い
て
、
５
年
ぶ
り
と
な
る

一
斉
放
水
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

表
彰
状
を
受
け
ら
れ
た
方
々

は
次
の
通
り
で
す
。（
敬
称
略
）

▽
京
都
府
消
防
協
会
表
彰

勤
功
章
＝
飯
田
順
之

精
績
章
＝
柴
田
護

消防防災への決意新たに
　                   泉ヶ丘中学校で消防出初式

訓示を述べる脇田団長

精
勤
章
＝
今
西
真
、木
村
健
太
、

西
川
翔
、
寺
村
峯
和

▽
京
都
府
消
防
協
会
綴
喜
支
部

長
表
彰
＝
村
田
英
己
、
古
川
祐

輔
、
藤
本
泰
司
、
横
田
雄
大
、

中
坊
俊
介
、
西
谷
尚
和
、
梅
元

謙
太
、
奥
村
嘉
章
、
柳
本
全
祥
、

村
田
智
史

▽
優
良
消
防
団
員
表
彰

町
長
章
＝
谷
田
晴
紀
、
古
川
斗

喜
也
、
下
村
裕
斗
、
中
田
幸
平
、

中
坊
吉
貴
、
喜
夛
内
秀
平
、
西

島
仁
、
木
田
進
一
、
塚
本
鉄
男
、

岳
野
政
和

団
長
章
＝
水
野
宏
哉
、大
西
翼
、

加
藤
訓
章
、
横
田
優
一
郎
、
仁

木
雄
治
、
小
川
洋
武
、
石
田
裕

太
郎
、
垣
内
芳
男
、
岡
本
太
輔
、

篠
田
竜
平

精
勤
章
＝
藤
林
弦
、松
本
孝
太
、

式辞を述べる西島町長

宇
田
川
飛
雄
馬
、
畑
仁
気
、
上

木
卓
磨
、
木
村
優
太
、
平
間
寛

大
、
大
谷
賢
太
、
木
田
陽
山
、

多
久
間
浩
司
、
山
野
清
温
、
窪

田
昇
治
、
八
木
剛
司
、
市
場
弘

一

表彰される団員の皆さん

　

井
手
町
二
十
歳
の
集
い
が
、

１
月
12
日
（
日
）、
山
吹
ふ
れ

あ
い
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

今
回
の
二
十
歳
の
つ
ど
い
の

対
象
と
な
っ
た
の
は
72
名
で

す
。

　

会
場
で
は
中
田
邦
和
教
育
長

が
式
辞
を
、
ま
た
西
島
寛
道
町

長
、
奥
田
俊
夫
議
長
が
祝
辞
を

述
べ
た
あ
と
、
出
席
者
を
代
表

し
て
、
加
藤
鈴
音
さ
ん
が
誓
い

の
言
葉
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

72
名
が
新
た
な
門
出

　
　
　
　

二
十
歳
の
つ
ど
い

山吹ふれあいセンターで行われた二十歳のつどい
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租
税
教
育
推
進
校
等
表
彰

　
　
　

井
手
小
学
校
が
受
賞

表彰状を受け取る鐘築校長（右）

　

井
手
小
学
校
が
令
和
６
年
度

租
税
教
育
推
進
校
等
表
彰
を
受

け
、
12
月
12
日
（
木
）、
萩
尾

宇
治
税
務
署
長
が
来
校
し
、
鐘

築
栄
滋
校
長
が
感
謝
状
と
記
念

品
を
受
け
取
り
ま
し
た
。

　

同
校
は
、
外
部
講
師
に
よ
る

租
税
教
室
の
開
催
や
、
税
に
関

す
る
絵
画
展
等
へ
の
参
加
に
つ

い
て
、
学
校
と
し
て
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
お
り
、
特
に
府
内

の
小
学
校
で
初
め
て
と
な
る

「
租
税
教
室
」
と
選
挙
管
理
委

員
会
に
よ
る
「
模
擬
選
挙
」
の

コ
ラ
ボ
授
業
を
令
和
２
年
度
か

ら
実
施
す
る
な
ど
、
租
税
教
育

並
び
に
主
権
者
教
育
に
対
す
る

意
識
が
高
い
と
し
て
宇
治
税
務

署
管
内
の
小
中
学
校
及
び
高
校

学
校
の
中
か
ら
選
出
さ
れ
ま
し

た
。

　

保
健
セ
ン
タ
ー
１
階
の
多
目

的
ル
ー
ム
の
改
修
が
完
了
し
ま

し
た
。

　

改
修
前
は
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
で

滑
り
や
す
か
っ
た
床
も
カ
ー

ペ
ッ
ト
に
し
、
壁
を
き
れ
い
に

塗
装
し
、
エ
ア
コ
ン
も
新
し
く

な
り
ま
し
た
。

　

多
目
的
ル
ー
ム
は
、
乳
幼
児

健
康
診
査
の
集
団
指
導
や
待
合

な
ど
に
使
い
ま
す
。

保
健
セ
ン
タ
ー

　
　

多
目
的
ル
ー
ム
を
改
修

改修した多目的ルーム多目的ルームで行われた３歳児健診

▶日時／ 3 月 1 日（土）午前 11 時～午後 3 時　・　3 月 2 日（日）午前 10 時～午後 3 時
▶場所／井手町山吹ふれあいセンター（テオテラスいで）
▶主催／宇治茶ブランド拡大協議会　共催／井手町役場、株式会社まちづくり井手
▶入場／無料（一部有料体験あり）
▶内容：ほうじ茶炒り実演、ほうじ茶試飲、宇治茶とひな祭りに関する展示、五節句に関する
　映像の上映、ひな祭り関連商品販売コーナー等
　〇『ひなまつりオーナメントづくり』（予約不要）参加無料　ゆらゆら揺れるひなまつりのオー
　　ナメントを作ってみよう！
　〇『ほうじ茶炒り体験』（予約不要）体験料￥100　「焙烙（ほうろく）」を使って、ほうじ
　　茶づくりを体験してみませんか。道具が熱くなりますので、小学生高学年未満の方は保護
　　者とご参加ください。
　〇『ひな茶会』（要予約）小学生以上　体験料￥800 ／ペアチケット￥1500　茶室でひなま
　　つりのお茶会を体験してみませんか。高級宇治抹茶と「ひちぎり」と呼ばれる上生菓子で、
　　ひなまつりを祝いましょう。普段着で気軽にご参加ください。
　　※予約開始は 2 月 1 日～「テオテラスいで」にて予約券をご購入ください。
　　　電話、メールでも受け付けます（0774-82-5600　info@teoterasuide.jp）
　〇『ちらし寿司』（要予約）特別なひな祭りの「ひなちらし」の注文販売を行います。価格等詳細、
　　ご予約は 2 月 1 日～「テオテラスいで」まで（0774-82-5600）。

▶お問合せ／宇治茶ブランド拡大協議会事務局　ujicha@gfkyoto.jp
　　　　　　井手町役場企画財政課（℡ 82-6162）
　　　　　　※内容は変更になることがございます。

地域交流拠点

宇治茶のあるくらし～井手町のひなまつり～



広報いでR7-02 4

住み慣れた地域でくらすため、地域を支える移動支援

～今は車を運転できるけど、免許を返納したらどうなるのだろう？～

井手町社会福祉協議会が実施している

を活用しませんか

～ IDECA( いでか ) の利用について～

■利用できる人 町内在住の 65 歳以上で登録された方

■登録料金 １００円

■運行範囲 井手町内

■利用料金 町内片道１００円　
※ 4.5 ｋｍ以上は片道２００円

～ご自宅から目的地まで。ドアツードアの送迎です～

運行日　　火・水・木・金
　　　　　【祝日除く】
運行時間　午前９時～午後４時

※予約は利用日の前日正午まで
　（平日午前９時～午後４時【祝日除く】）
　℡ ０７７４- ８２- ３９０１

●
移
動
支
援
の
実
現
へ

　

井
手
町
は
、
町
内
に
Ｊ
Ｒ
の
駅
が
２
つ
あ
り
、
そ
の

各
駅
か
ら
１
㎞
の
範
囲
に
市
街
地
の
ほ
と
ん
ど
が
収
ま

り
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
令
和
３
年
に
井
手
町
地
域
福
祉
計

画
策
定
の
た
め
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果

や
、
井
手
町
社
会
福
祉
協
議
会
が
実
施
さ
れ
た
住
民

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、「
高
齢
者
の
移
動
が
課
題
で

あ
る
。」
と
い
う
意
見
が
多
く
あ
り
、
高
齢
化
が
進
行

す
る
本
町
で
は
、
運
転
さ
れ
て
い
た
方
も
今
後
免
許
を

返
納
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
、
高
齢
者
の
方
の
移
動
支

援
は
大
き
な
課
題
で
あ
る
と
認
識
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
課
題
解
決
を
図
る
た
め
、
高
齢
者
の
移
動
支
援

と
し
て
、
井
手
町
社
会
福
祉
協
議
会
が
主
体
と
な
り
、

「
Ｉ
Ｄ
Ｅ
Ｃ
Ａ
（
い
で
か
）」
の
運
行
を
始
め
、
令
和
５

年
度
の
実
証
運
行
を
経
て
、
本
年
度
よ
り
本
格
運
行
さ

れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

す
で
に
、
た
く
さ
ん
の
方
が
ご
利
用
さ
れ
、
地
域
の

移
動
支
援
と
し
て
、定
着
さ
れ
て
き
た
、「
Ｉ
Ｄ
Ｅ
Ｃ
Ａ
」

で
す
が
、
今
回
改
め
て
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

商業施設ができたから、
買い物に行きたい！
どうやって行こう？

歩けるけど、
坂を登ることが大変。

駅まで行けば電車で
移動できるけど、
　駅までどう行こう？
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～みなさん でどこに行っている？～
〇 商業施設への買い物や通院、町の施設で行われている事業へ

の参加、電車など公共交通機関の乗り継ぎなどに、利用され
ています。

〇 井手町内であれば、行先は問いません！！
友人・親戚への訪問など、様々な場面でご利用ください。

駅・バス停
　　　11％

買い物
　　30％

医療機関
　　23％

町役場
　　9％

町の施設
　　　27％

⇔

～時間帯別の利用はどんな感じ？～
〇 通院、電車の乗り継ぎなど、時間が指定される外出により、

午前中のご利用が多い状況です

※行先・時間帯の構成割合（令和６年 11 月）
井手町社会福祉協議会調べ

15 時台
　　11％

９時台
　　30％

10 時台
　　26％

11 時台
　12％

13 時台
　　12％

14 時台
　　9％

～どんな車で移動支援をしている？～
〇 専用の車両２台体制で運行しています。

予約が多いときは、社会福祉協議会の業務車両を使って円滑な運行が行われています。
町内の道もスイスイ走行でき、スライドドアで乗り降りがしやすい軽自動車です。

（IDECA の運転手さんに聞きました。）
　最初は、単に利用者を目的に運ぶ、という移動の支援という認識でした。
　しかしながら、運転中の利用者さんとの会話から、「移動手段がないから、家に閉じ
こもっていたけど、いでかを利用して、外出するようになり、いろいろ参加するように
なった。」ということを聞いたことから、単なる目的地までの移動支援でなく、「いでか」
が外出するきっかけづくりや、いきがいづくりにつながっている、ということに気づき
ました。

乗り降りしやすい
「ステップ」と
「グリップ」

のお問合せは、井手町社会福祉協議会（℡８２- ３９０１）まで
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今
年
も
所
得
税
の
確
定
申

告
の
時
期
が
近
づ
い
て
き
ま

し
た
が
、
申
告
の
準
備
は
も
う

お
済
み
で
す
か
。

　

所
得
税
は
、
納
税
者
の
み

な
さ
ん
自
ら
が
一
年
間
の
所

得
と
税
金
を
計
算
し
、
申
告
・

納
税
す
る
申
告
納
税
制
度
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
に
申
告
し
な
い

で
そ
の
ま
ま
に
し
て
い
た
り
、

間
違
っ
た
申
告
を
さ
れ
ま
す

と
、
あ
と
で
不
足
の
税
金
を
納

め
る
だ
け
で
な
く
、
加
算
税
や

延
滞
税
を
納
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

申
告
を
す
る
と
き
は
、
一
年

間
の
収
入
を
も
う
一
度
見
直

し
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
申
告
漏
れ
が
見
受
け

ら
れ
る
主
な
収
入
・
所
得
は
次

の
と
お
り
で
す
。
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

【
不
動
産
所
得
】

・
農
地
や
空
き
地
を
駐
車
場
と

し
て
貸
し
た
場
合
の
収
入
。

・
ア
パ
ー
ト
や
貸
間
・
借
地
等

の
収
入
。

税務課からのお知らせ

　申告・納税は期限内に

【
雑
所
得
】

・
知
人
や
会
社
な
ど
に
貸
し
付

け
た
お
金
の
利
子
。

・
公
的
年
金
（
国
民
年
金
・
厚

生
年
金
・
共
済
年
金
）
の
収
入
。

・
講
演
料
又
は
ネ
ッ
ト
オ
ー
ク

シ
ョ
ン
な
ど
を
利
用
し
た
個
人

取
引
若
し
く
は
配
達
な
ど
の
副

収
入
に
よ
る
収
入
。

【
給
与
所
得
】

・
パ
ー
ト
等
の
収
入
。

＊
事
業
所
得
、
農
業
所
得
、
不

動
産
所
得
等
の
所
得
が
あ
る
方

は
、
自
宅
で
売
上
や
経
費
等
を

整
理
し
、
ま
と
め
た
う
え
で
申

告
相
談
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ

い
。（
収
支
内
訳
書
の
事
前
作

成
を
お
願
い
し
ま
す
。）

■
確
定
申
告
の
受
付
期
間
は

　
　
　
　

２
月
17
日(

月)

か
ら

　

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

『
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー

ナ
ー
』
で
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
を
利
用
し
て
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
や
パ
ソ
コ
ン
か
ら

画
面
の
案
内
に
沿
っ
て
金
額

等
を
入
力
す
る
だ
け
で
、
自

■
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
パ
ソ
コ

ン
で
確
定
申
告
が
で
き
ま
す
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動
計
算
に
よ
り
、
確
定
申
告
書

の
作
成
・
提
出
が
で
き
ま
す
。

　

確
定
申
告
に
つ
い
て
、
詳
し

く
は
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（h
ttp

s:/
/

w
w

w
.n

ta
.

go.jp/taxes/shiraberu/

shinkoku/kakutei.htm

）
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
確
定
申
告
書
の
作
成
・
提
出

は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
パ
ソ

コ
ン
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

利
用
し
て
24
時
間
い
つ
で
も
で

き
る
こ
と
や
、
添
付
書
類
が
省

略
で
き
る
こ
と
、
還
付
金
の
振

込
み
が
早
い
こ
と
も
あ
り
、
利

用
者
が
増
加
し
て
お
り
ま
す
。

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

＊
確
定
申
告
書
を
提
出
す
る

際
に
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
個

人
番
号
）
の
記
載
及
び
申
告

書
に
記
載
さ
れ
た
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
と
本
人
確
認
が
必
要
と

な
り
ま
す
の
で
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
を
お
持
ち
で
な
い
方

は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
わ
か
る

も
の
と
本
人
確
認
書
類
）
を
提

示
し
て
く
だ
さ
い
。《
作
成
し

た
確
定
申
告
書
等
を
書
面
で

郵
送
す
る
場
合
は
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
表
裏
面
（
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
お
持

ち
で
な
い
方
は
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
が
わ
か
る
も
の
と
本
人

確
認
書
類
）
の
写
し
を
添
付

し
て
、「
大
阪
国
税
局
業
務
セ

ン
タ
ー
阪
神
分
室
（
所
在
地
：

〒
６
６
１
‐
８
５
２
１　

兵

庫
県
尼
崎
市
若
王
寺
３
丁
目

11
番
46
号
）」
に
郵
送
し
て
く

だ
さ
い
。》

＊
公
的
年
金
な
ど
の
収
入
額

が
４
０
０
万
円
以
下
で
か
つ
、

公
的
年
金
な
ど
に
係
る
雑
所

　

井
手
町
役
場
で
は
、
令
和

６
年
分
の
申
告
相
談
会
場
を

次
の
と
お
り
開
設
し
ま
す
。

［
開
設
場
所
］
井
手
町
役
場　

１
階
中
会
議
室

［
開
設
期
間
］
２
月
17
日
（
月
）

か
ら
３
月
17
日
（
月
）
ま
で

［
開
設
時
間
］
午
前
９
時
～
正

午
、
午
後
１
時
～
午
後
４
時

（
受
付
時
間
：
午
前
は
11
時
半

ま
で
、
午
後
は
３
時
半
ま
で
）

〇
土
・
日
・
祝
日
は
開
設
し

て
お
り
ま
せ
ん
。

〇
申
告
相
談
の
内
容
に
よ
っ

て
は
、
宇
治
税
務
署
に
案
内

さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ

い
。（
例
え
ば
、
住
宅
借
入
金

特
別
控
除
の
初
年
度
申
告
や
、

土
地
・
建
物
・
株
式
等
の
譲

渡
所
得
申
告
、
青
色
申
告
な

ど
）

　

宇
治
税
務
署
の
確
定
申
告

会
場
は
、
宇
治
税
務
署
（
所

在
地
：
宇
治
市
大
久
保
町
井

ノ
尻
60
‐
３
）
内
に
開
設
さ

れ
ま
す
。
な
お
、
宇
治
税
務

署
の
確
定
申
告
会
場
へ
の
入

場
に
は
「
入
場
整
理
券
」
が

必
要
で
す
。

得
以
外
の
所
得
金
額
が
20
万

円
以
下
で
あ
る
場
合
に
は
、
所

得
税
の
確
定
申
告
書
を
提
出

す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

住
民
税
（
町
府
民
税
）
の
申
告

は
必
要
で
す
。
住
民
税
（
町
府

民
税
）
の
申
告
が
な
い
場
合
、

各
種
控
除
が
で
き
な
い
こ
と

も
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

　

ま
た
、
所
得
税
の
還
付
を
受

け
る
た
め
に
は
確
定
申
告
書

を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　

確
定
申
告
に
関
す
る
お
問

い
合
わ
せ
は
国
税
相
談
専
用

ダ
イ
ヤ
ル
（
℡
０
５
７
０
‐

０
０
‐
５
９
０
１
）、
住
民
税

（
町
府
民
税
）
申
告
に
関
す
る

お
問
い
合
わ
せ
は
井
手
町
税

務
課
（
℡
82
‐
６
１
６
３
）
ま

で
。

＊
医
療
費
の
お
知
ら
せ
（
医
療

費
通
知
）
は
、
医
療
費
控
除
の

申
告
手
続
き
で
医
療
費
の
明

細
書
の
添
付
資
料
と
し
て
使

用
で
き
ま
す
が
、
未
通
知
の
診

療
分
に
つ
き
ま
し
て
は
、
領
収

書
に
基
づ
い
て
医
療
費
の
明

細
書
を
作
成
し
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
ご
注

意
下
さ
い
。

■
確
定
申
告
の
申
告
期
間
は

　

２
月
17
日
～
３
月
17
日
ま
で

作成コーナー 検索 　国税庁確定申告書作成コーナーはこちらから➡➡
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住民税申告相談日程表
日　時 場　所

３月３日（月） 午前９時～正午 保健センター

３月４日（火） 午前９時～正午
午後１時～午後３時

JA 京都やましろ井手町支店２階
３月５日（水） 午前９時～正午

３月６日（木） 午前９時～正午
いづみ人権交流センター研修棟

３月７日（金） 午前９時～正午

３月３日（月）
　～３月１７日（月）
　（土日を除く）

午前９時～正午
午後１時～午後４時 井手町役場　１階中会議室

※受付終了時間は、午前・午後それぞれの終了時間３０分前とさせていただきます。

①
入
場
制
限
の
ほ
か
、
早
め
に

相
談
受
付
を
終
了
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

②
咳
・
発
熱
等
の
症
状
の
あ
る

方
や
体
調
の
す
ぐ
れ
な
い
方

は
、
入
場
を
お
断
り
し
ま
す
。

③
例
年
、
申
告
相
談
会
場
は
大

変
混
み
合
い
ま
す
。
滞
在
時
間

短
縮
の
た
め
、
で
き
る
限
り
事

前
に
ご
自
身
で
申
告
に
か
か
る

資
料
（
収
支
内
訳
書
や
医
療
費

の
明
細
書
な
ど
）
を
作
成
し
て

ご
持
参
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

少
人
数
で
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

　税務課からのお知らせ

　申告・納税は期限内に
井
手
町
に
住
所
を
有
す
る
人
は

原
則
申
告
が
必
要
で
す
。

　

た
だ
し
、
次
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
人
は
申
告
の
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。

（
１
）
令
和
６
年
中
の
収
入
が

給
与
収
入
の
み
又
は
公
的
年
金

収
入
の
み
で
、
勤
務
先
か
ら
給

与
支
払
報
告
書
（
年
末
調
整
が

済
ん
で
い
る
も
の
）
又
は
公
的

年
金
等
の
支
払
報
告
書
が
井
手

町
に
提
出
さ
れ
て
い
る
人
で
、

新
た
に
社
会
保
険
料
控
除
や
生

命
保
険
料
控
除
な
ど
の
控
除
の

必
要
が
な
い
人
。

（
２
）
令
和
６
年
分
の
所
得
税

等
の
確
定
申
告
書
を
提
出
し
た

人
。

　

住
民
税
の
申
告
相
談
日
程

は
、
下
表
の
と
お
り
で
す
。

　

な
お
、
申
告
書
は
２
月
中
旬

に
送
付
し
ま
す
。（
送
付
が
な

い
場
合
で
も
申
告
が
必
要
な
場

合
が
あ
り
ま
す
。）

　

な
お
、
申
告
書
の
受
付
書
が

必
要
な
方
は
返
信
用
封
筒
（
宛

先
を
記
入
し
、
１
１
０
円
切
手

を
貼
っ
た
も
の
）
を
同
封
し
て

く
だ
さ
い
。

・
住
民
税
の
申
告
書
に
は
、
住

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
等
必
要

事
項
を
記
入
し
、
各
種
収
入
に

関
す
る
書
類
や
、
控
除
の
証
明

書
等
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

・
内
容
に
つ
い
て
町
か
ら
ご
連

絡
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
必
ず
日
中
連
絡

が
取
れ
る
電
話
番
号
の
記
載
を

お
願
い
し
ま
す
。

・
住
民
税
（
町
府
民
税
）
の
申

告
書
の
郵
送
先　

〒
６
１
０
‐

０
３
０
２　

京
都
府
綴
喜
郡
井

手
町
大
字
井
手
小
字
東
高
月
８　

井
手
町
役
場　

税
務
課　

※
申
告
期
限
内
に
申
告
が
な
け

れ
ば
、
福
祉
関
係
の
給
付
や
国

民
健
康
保
険
税
な
ど
の
算
定
に

影
響
が
出
る
場
合
や
所
得
に
関

す
る
証
明
書
の
発
行
が
で
き
な

い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

＊
住
民
税
の
申
告
に
つ
き
ま
し

て
も
、
申
告
書
に
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
（
個
人
番
号
）
の
記
載
及

び
記
載
さ
れ
た
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

と
本
人
確
認
が
必
要
と
な
り
ま

す
の
で
、
申
告
書
を
提
出
す
る

際
に
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

お
持
ち
で
な
い
場
合
は
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
が
わ
か
る
も
の
と

本
人
確
認
書
類
）
を
提
示
し
て

く
だ
さ
い
。《
税
務
課
へ
申
告

書
を
郵
送
で
提
出
す
る
場
合

は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

表
裏
面
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
を
お
持
ち
で
な
い
場
合
は
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
が
わ
か
る
も
の
と

本
人
確
認
書
類
）
の
写
し
を
添

付
し
て
く
だ
さ
い
。》

■
申
告
相
談
会
場
で
の
ご
注
意

い
た
だ
き
た
い
点
に
つ
い
て

■
住
民
税
（
町
府
民
税
）
の

申
告
相
談
は
３
月
３
日(

月)

か
ら

■
住
民
税
（
町
府
民
税
）
の

申
告
期
限
は
３
月
17
日
（
月
）

で
す

　

住
民
税
（
町
府
民
税
）
の

申
告
書
の
提
出
は
郵
送
で
も

可
能
で
す
。
で
き
る
限
り
郵

送
で
の
提
出
に
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

令
和
７
年
１
月
１
日
現
在
、
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井
手
町
へ
の
定
住
を
促
進
す

る
た
め
、
大
学
等
を
卒
業
後
に

就
業
し
、
５
年
以
上
本
町
に
定

住
す
る
方
を
対
象
に
、
在
学
中

に
貸
与
を
受
け
た
奨
学
金
の
返

還
に
対
す
る
支
援
金
の
交
付
を

行
い
ま
す
。

■
登
録
者
募
集
対
象
者

　

次
の
全
て
に
該
当
す
る
方
を

募
集
対
象
と
し
ま
す
。

①
令
和
６
年
度
中
に
、
大
学
等

（
大
学
、
短
大
、
高
専
、
専
修

学
校
（
専
門
課
程
）、
大
学
院
）

を
卒
業
す
る
見
込
み
で
あ
る
方

②
令
和
７
年
10
月
１
日
か
ら
起

算
し
て
５
年
以
上
定
住
す
る
見

込
み
で
あ
る
方

③
令
和
７
年
10
月
１
日
ま
で
に

正
規
職
員
又
は
所
定
労
働
時
間

が
週
20
時
間
以
上
の
非
正
規
職

員
と
し
て
就
業
等
す
る
見
込
み 

で
あ
る
方

※
就
業
等
に
は
自
営
業
者
も
含

み
ま
す
が
、
正
規
職
員
で
あ
る

公
務
員
は
対
象
外
で
す
。

④
独
立
行
政
法
人
日
本
学
生
支

援
機
構
の
奨
学
金
（
第
一
種
奨

学
金
又
は
第
二
種
奨
学
金
）
又

は
国
若
し
く
は
地
方
公
共
団
体

の
奨
学
金
の
貸
与
を
受
け
て
お

り
、
将
来
返
還
予
定
で
あ
る
方

■
登
録
者
募
集
の
締
切 

　

令
和
７
年
２
月
28
日
（
金
）

■
支
援
の
内
容

　

大
学
等
を
卒
業
す
る
年
度
の

翌
年
度
の
10
月
１
日
か
ら
起
算

し
て
５
年
間
に
返
還
し
た
奨
学

金
額
に
対
し
て
１
年
ご
と
に
支

援
し
ま
す
。

・
支
援
金
額　

１
年
間
の
奨
学

金
返
還
額
の
１
／
２
（
上
限

８
６
，
０
０
０
円
／
年　

※
１

円
未
満
の
端
数
は
切
捨
て
）

■
登
録
方
法

　

次
の
書
類
を
募
集
期
間
内
に

持
参
又
は
郵
送
（
当
日
消
印
有

効
）
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
さ
れ
た
書
類
等
の
内
容
を

審
査
の
上
、
そ
の
結
果
を
文
書

に
て
通
知
し
ま
す
。

①
井
手
町
定
住
促
進
奨
学
金
返

還
支
援
金
登
録
申
請
書
（
様
式

第
１
号
）

②
奨
学
金
を
借
り
受
け
て
い
る

こ
と
を
証
明
す
る
書
類

③
大
学
等
の
在
学
証
明
書

※
応
募
す
る
時
点
で
卒
業
式
が

す
で
に
終
了
し
て
い
て
在
学
証

明
書
の
発
行
を
受
け
ら
れ
な
い

場
合
は
、
卒
業
証
明
書
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
（
本
年
度
卒
業

者
に
限
る
）。

④
暴
力
団
又
は
暴
力
団
員
と
関

係
を
有
し
た
も
の
で
は
な
い
と

い
う
誓
約
書
（
様
式
第
２
号
）

 
■
支
援
金
交
付
ま
で
の
流
れ

・
登
録
更
新

　

登
録
の
決
定
を
受
け
た
方

は
、
令
和
７
年
10
月
１
日
ま
で

に
、
町
内
に
定
住
し
、
か
つ
就

業
等
を
開
始
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　

ど
ち
ら
の
要
件
も
満
た
し
た

と
き
は
、
60
日
以
内
に
次
の
書

類
を
住
民
福
祉
課
へ
提
出
し
、

登
録
の
更
新
を
し
て
く
だ
さ

い
。

※
令
和
７
年
12
月
１
日
ま
で
に

提
出
し
て
い
た
だ
け
な
い
場
合

は
、
登
録
を
取
り
消
し
ま
す
。

①
登
録
更
新
届（
様
式
第
４
号
）

②
大
学
等
の
卒
業
証
書

③
在
職
証
明
書（
様
式
第
５
号
）

※
自
営
業
者
及
び
第
一
次
産
業

従
事
者
は
、
自
営
業
等
従
事
申

立
書
（
様
式
第
６
号
）

④
住
民
票
の
写
し

・
交
付
申
請

　

次
の
書
類
を
添
え
て
、
１
年

間
に
返
還
し
た
奨
学
金
に
係
る

支
援
金
の
交
付
申
請
を
し
て
く

だ
さ
い
。

①
交
付
申
請
書
兼
実
績
報
告
書

（
様
式
第
11
号
）

②
在
職
証
明
書（
様
式
第
５
号
）

※
自
営
業
者
は
、
自
営
業
等
従

事
申
立
書
（
様
式
第
６
号
）
及

び
確
定
申
告
書
等
の
写
し

③
住
民
票
の
写
し

④
奨
学
金
の
返
還
を
初
め
て
開

始
し
た
際
の
奨
学
金
の
返
還
期

間
及
び
割
賦
の
額
が
分
か
る
書

類⑤
申
請
年
度
の
前
年
度
の
10
月

１
日
か
ら
起
算
し
て
１
年
間
に

お
い
て
返
還
し
た
奨
学
金
の
額

が
分
か
る
書
類
並
び
に
返
還
す

る
べ
き
奨
学
金
の
残
額
及
び
返

還
に
係
る
残
り
の
期
間
が
分
か

る
書
類

⑥
町
税
等
の
納
税
証
明
書

※
税
務
課（
井
手
町
役
場
１
階
）

に
て
発
行
し
て
く
だ
さ
い
。

※
交
付
申
請
期
間
は
令
和
８
年

10
月
１
日
か
ら
令
和
８
年
10
月

31
日
ま
で
で
す
。

※
申
請
時
に
奨
学
金
及
び
町
税

等
に
滞
納
が
あ
る
場
合
は
交
付

対
象
外
と
な
り
ま
す
。

■
そ
の
他

①
登
録
内
容
等
に
変
更
が
あ
っ

た
と
き
は
、
速
や
か
に
お
知
ら

せ
く
だ
さ
い
。

②
様
式
に
つ
い
て
は
、
町
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
可
能
で
す
。

③
そ
の
他
、「
井
手
町
定
住
促

進
奨
学
金
返
還
支
援
金
交
付
要

綱
」
の
規
定
に
従
っ
て
く
だ
さ

い
。

■
提
出
先
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
６
１
０
‐
０
３
０
２　

京
都

府
綴
喜
郡
井
手
町
大
字
井
手
小

字
東
高
月
８
番
地　

井
手
町

役
場
住
民
福
祉
課
（
℡
82
‐

６
１
６
４　

ＦＡＸ
82
‐
５
０
５
５　

メ
ー
ル　

jyum
in@

tow
n.ide.

lg.jp

）

令
和
６
年
度　

井
手
町
定
住
促
進　

　
　

奨
学
金
返
還
支
援
金
に
つ
い
て

(

令
和
６
年
度
卒
業
予
定
者)
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防災情報も LINE でお知らせ

　

井
手
町
で
は
、
住
民
の
皆

様
を
は
じ
め
、
多
く
の
方
々

に
行
政
情
報
を
広
く
発
信
す

る
た
め
に
、　

井
手
町
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
を
開
設

し
て
い
ま
す
。
防
災
情
報
な

ど
の
緊
急
情
報
を
は
じ
め
、

観
光
・
イ
ベ
ン
ト
情
報
や
文

化
情
報
そ
の
他
、
町
政
に
関

す
る
情
報
な
ど
を
発
信
し
て

い
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
友
達

登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
で

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ア
プ
リ
を
起
動
し

て
、
次
の
い
ず
れ
か
の
方
法

で
登
録
が
で
き
ま
す
。

①
メ
ニ
ュ
ー
の
「
ホ
ー
ム
」

か
ら「
井
手
町
」ま
た
は「
＠
ｉ

ｄ
ｅ
ｔ
ｏ
ｗ
ｎ
」
と
入
力
し

検
索
。

②
「
友
達
追
加
」
か
ら
「
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
」
を
選
択
し
て
、

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
取
っ
て

く
だ
さ
い
。

　

そ
の
他
に
も
、
井
手
町
で

は
防
災
関
連
の
様
々
な
情
報

発
信
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

◆
テ
レ
フ
ォ
ン
サ
ー
ビ
ス

　

次
の
電
話
番
号
に
電
話
を

か
け
る
と
、
ス
ピ
ー
カ
ー
か

ら
放
送
さ
れ
た
最
新
の
内
容

が
ご
確
認
い
た
だ
け
ま
す
。

（
℡
82
‐
６
３
２
０
）

※
通
常
の
通
話
料
が
か
か
り

ま
す
。
24
時
間
以
上
経
過
し

た
放
送
内
容
は
再
生
さ
れ
ま

せ
ん
。

◆
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス

　

防
災
情
報
な
ど
ス
ピ
ー

カ
ー
か
ら
放
送
さ
れ
た
内
容

を
携
帯
電
話
な
ど
に
メ
ー
ル

で
配
信
し
ま
す
。

①
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
取
り
、

空
メ
ー
ル
を
送
信
し
て
く
だ

さ
い
。

※
ｉ
Ｐ
ｈ
ｏ
ｎ
ｅ
の
場
合
、

何
か
し
ら
件
名
の
入
力
必
要

②
届
い
た
返
信
メ
ー
ル
に

従
っ
て
登
録
を
し
て
く
だ
さ

い
。

③
登
録
完
了
の
メ
ー
ル
が
届

き
ま
す
。

◆
電
話
発
信
サ
ー
ビ
ス

　

防
災
情
報
な
ど
ス
ピ
ー

カ
ー
か
ら
放
送
さ
れ
た
内
容

を
電
話
で
受
け
取
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

※
申
込
書
の
提
出
が
必
要
に

な
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は

安
心
・
安
全
推
進
課
（
℡
82

‐
６
１
７
０
）
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

「 井手町　公式アカウント 」開設しています



広報いで R7-0211

令和６年度

井手町職員採用試験
■今回の試験の特徴

■試験実施職種、人員及び受験資格
職　種 人　員 受　　　　験　　　　資　　　　格

保 健 師 若干名
昭和４４年４月２日以降に生まれた方（令和８年４月１日現
在における年齢が５６歳以下の方）で、保健師の資格を有す
る方（令和７年４月末日までに資格取得見込みの方を含む。）

■採用予定日

令和７年５月１日
■給与

「職員の給与に関する条例」に基づき、給料その他の手当を支給します。
　≪初任給（月額）≫
　大学卒　２２０，０００円　高校卒　１８８，０００円（令和６年４月１日現在）
　なお、上記の金額は、今後改定される場合があります。職歴などがある場合は、そ
の経歴に応じて加算される場合があります（民間経験（保健師）が３年ある場合は、
２３４，４００円（大学卒）など）。その他、諸手当がそれぞれの支給条件に応じて支給
されます。

３月２日（日）第１次
試験日
受付期間

詳しくは、町のホームページをご覧ください。

井手町　職員採用試験

２月２０日（木）まで
■申込方法

以下の必要書類を井手町役場総務課へ持参又は郵送により提出してください。なお、郵
送による提出の場合、令和７年２月２０日（木）午後５時必着とします。
〇 申込書（必要な事項を記入し、写真（最近６ヶ月以内に撮影した上半身脱帽、縦４ｃｍ、

横３ｃｍ）を貼付）
〇 最終学歴卒業証書の写し又は卒業証明書（卒業見込証明書）の原本
〇 保健師の免許証の写し又は保健師資格取得見込証明書の原本
〇 返信用封筒（定形２３５ミリ×１２０ミリ以内）１通（受験票の送付に使用するため、

郵便番号、住所及び氏名を明記し、１１０円分（特定記録郵便にて送付を希望する
場合は３２０円分）の切手を貼付）

お問い合わせ先
井手町役場　総務課
　（採用試験担当）
　℡８２－６１６１

▶「保健師」の試験を実施します。
▶ より受験しやすい試験に変わりました。

「教養試験」の代わりに「職務能力試験」を実施
職務能力試験→ 公的部門の職員としての職務遂行に必要な能力を問

う試験であり、基礎的な内容が出題されるため、特
別な対策や勉強は不要です。
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井
手
町
で
は
次
代
を
担
う
子
ど
も
の

出
産
を
祝
い
、
子
育
て
世
帯
を
応
援
す

る
た
め
に
、
子
育
て
世
帯
の
保
護
者
に

対
し
、
町
独
自
の
井
手
町
出
産
応
援
給

付
金
を
支
給
し
ま
す
。

対
象
者

①
出
生
後
最
初
に
井
手
町
の
住
民
基
本

台
帳
に
記
録
さ
れ
、
か
つ
給
付
金
の
申

請
を
行
う
日
ま
で
引
き
続
き
住
所
を
有

し
て
い
る
児
童
の
保
護
者
。

②
対
象
児
童
の
出
生
日
の
1
年
前
か
ら

引
き
続
き
井
手
町
内
に
住
所
を
有
し
て

い
る
保
護
者
。

①
と
②
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
保
護
者

に
限
り
ま
す
。

支
給
の
内
容

　
　

児
童
1
人
に
つ
き
10
万
円

申
請
期
間

　

対
象
児
童
の
出
生
日
の
翌
日
か
ら
1

年
間
、
申
請
が
可
能
で
す
。

申
請
方
法

　

申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

必
要
書
類
と
一
緒
に
住
民
福
祉
課
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

★
児
童
手
当
の
受
給
口
座
以
外
に
振
込

を
希
望
さ
れ
る
方
は
振
込
口
座
の
確
認

書
類
。

★
申
請
者
名
義
の
口
座
に
限
り
ま
す
。

※
申
請
書
は
住
民
福
祉
課
窓
口
又
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。

★
詳
細
に
つ
い
て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

又
は
住
民
福
祉
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、住
民
福
祉
課
（
℡

82
‐
６
１
６
４
）

井手町は
　独自の出産応援給付金で
　　　　子育て世帯を応援します

日時：３月５日（水）午後６時 45 分から８時
場所：京都府聴覚言語障害センター（城陽市）
主催：社会福祉法人京都聴覚言語障害者福祉協会

（内容）
　聞こえにくいことで困っている生活上の悩みを話しませんか？
　同じ聞こえに悩みを持つ人との交流会です。
　　※音声を文字で書いて、スクリーンに映しながら、進めます。

（対象）きこえない、聞こえにくさを感じている人。身体障害者手帳の有無は問いません。
（費用）無料
（申込）３月３日（月）までに電話又は FAX、郵送、来所のいずれかにてお問い合わせください。
（問合せ先）京都府聴覚言語障害センター内、山城地域活動支援センター
　　　　　（〒 610-0121　城陽市寺田林ノ口 11 番 64　℡３０－９００５　５５ ‐ ７７２２）

聞こえにくさを感じている方のための交流会
「みなみかぜひろば」夜の部
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物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援
給
付
金
及
び

物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援
子
育
て
世
帯
給
付
金
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

関
す
る
お
知
ら
せ

　

令
和
６
年
12
月
13
日
時
点

で
本
町
に
住
民
登
録
が
あ
り
、

左
記
の
「
支
給
対
象
世
帯
」
に

該
当
す
る
世
帯
に
対
し
、
給
付

金
を
支
給
し
ま
す
。

■
支
給
対
象
世
帯

①　

世
帯
全
員
の
令
和
6
年

度
住
民
税
均
等
割
が
非
課
税

で
あ
る
世
帯

②　

①
の
世
帯
以
外
で
、
予
期

せ
ず
家
計
が
急
変
し
た
こ
と

に
よ
り
、
世
帯
全
員
の
年
間
収

入
（
所
得
）
見
込
額
が
令
和
6

年
度
住
民
税
均
等
割
非
課
税

相
当
と
な
っ
た
世
帯
（
令
和
6

年
１
月
か
ら
12
月
ま
で
の
任

意
の
一
カ
月
の
収
入
（
所
得
）

に
よ
り
、
年
間
見
込
額
を
判
定

し
ま
す
。）

※
次
の
世
帯
は
対
象
外
と
な

り
ま
す
。

・
世
帯
全
員
が
、
住
民
税
が
課

税
さ
れ
て
い
る
他
の
親
族
等

（
子
・
親
等
）
の
扶
養
を
受
け

て
い
る
世
帯

・
既
に
他
の
市
区
町
村
で
本
給

付
金
と
同
様
の
給
付
金
を
受

給
し
た
世
帯

■
支
給
額

　

1
世
帯
あ
た
り
3
万
円

　

う
ち
、
同
一
世
帯
に
18
歳
以

下
の
児
童
が
い
る
世
帯
に
は
、

対
象
児
童
１
人
あ
た
り
2
万

円
を
加
算
（
と
も
に
給
付
は

１
回
限
り
。）

■
手
続
き
等

　

次
の
世
帯
の
場
合
、
別
途
、

申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

①　

予
期
せ
ず
家
計
が
急
変

し
た
こ
と
で
収
入
が
減
少
し
、

世
帯
全
員
が
住
民
税
均
等
割

非
課
税
相
当
と
な
っ
た
世
帯

②　

令
和
6
年
度
住
民
税
非

課
税
世
帯
で
あ
り
、
令
和
６

年
12
月
13
日
以
降
に
出
生
し

た
児
童
が
い
る
世
帯

③　

修
正
申
告
等
に
よ
り
、
世

帯
全
員
の
令
和
６
年
度
住
民

税
均
等
割
が
課
税
か
ら
非
課

税
と
な
っ
た
世
帯

　

①
～
③
以
外
の
令
和
６
年

度
住
民
税
均
等
割
が
非
課
税

の
世
帯
に
は
、
住
民
福
祉
課
か

ら
案
内
文
書
を
送
付
い
た
し

ま
す
の
で
、
ご
確
認
下
さ
い
。

※
具
体
的
な
手
続
き
等
に
つ

き
ま
し
て
は
、
町
Ｈ
Ｐ
を
ご

確
認
い
た
だ
く
か
役
場
住
民

福
祉
課
（
℡
82
‐
６
１
６
４
）

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

【
注
意
！
】

・
世
帯
の
中
に
令
和
5
年
中
の

収
入
申
告
が
お
済
で
な
い
方

（
18
歳
未
満
（
高
等
学
校
卒
業

前
）
の
場
合
は
不
要
）
が
お

ら
れ
る
世
帯
に
つ
い
て
は
、

収
入
申
告
を
し
て
い
た
だ
き
、

支
給
対
象
世
帯
で
あ
る
事
が

確
認
で
き
た
後
、
給
付
金
の

申
請
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

※
収
入
申
告
に
関
す
る
お
問

い
合
わ
せ
は
、
役
場
税
務
課

（
℡
82
‐
６
１
６
３
）
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

Ｑ
．
退
職
後
の
国
民
年
金
の
手
続
き
は
ど
う
す
れ
ば
い

い
で
す
か
？

Ａ
．
退
職
後
に
厚
生
年
金
保
険
の
適
用
事
業
所
に
再
就
職
す

る
場
合
は
、
引
き
続
き
厚
生
年
金
保
険
に
加
入
し
ま
す
。
し

か
し
、
そ
れ
以
外
の
60
歳
未
満
の
人
は
、
国
民
年
金
に
加
入

す
る
た
め
の
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
退
職
し

た
人
に
扶
養
さ
れ
て
い
た
60
歳
未
満
の
配
偶
者
（
夫
・
妻
）

に
つ
い
て
も
、
同
様
に
国
民
年
金
の
手
続
き
が
必
要
と
な
り

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
手
続
き
を
怠
る
と
、
年
金
額
が
減
る
場
合
や
、
年
金

そ
の
も
の
が
受
け
取
れ
な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

必
要
な
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

国
民
年
金
の
第
１
号
被
保
険
者
と
な
る
た
め
の
手
続
に
は
、

年
金
手
帳
ま
た
は
基
礎
年
金
番
号
通
知
書
と
退
職
の
日
の
わ

か
る
書
類
が
必
要
で
す
。
提
出
期
限
は
退
職
日
の
翌
日
か
ら

14
日
以
内
で
す
。

　

第
１
号
被
保
険
者
の
保
険
料
は
月
額
１
万
６
９
８
０
円
（
令

和
６
年
度
）
で
す
。
保
険
料
に
つ
い
て
は
、
あ
ら
か
じ
め
一

定
期
間
分
（
原
則
と
し
て
半
年
、
１
年
間
お
よ
び
２
年
間
）

の
保
険
料
を
一
括
し
て
納
付
す
る
と
保
険
料
が
割
引
に
な
る

前
納
制
度
や
、
口
座
振
替
で
当
月
末
に
納
付
す
る
と
保
険
料

が
割
引
に
な
る
制
度
（
早
割
制
度
）
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
退
職
に
よ
り
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
と
き
は
、

失
業
を
理
由
と
し
て
保
険
料
の
免
除
申
請
を
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
免
除
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
年
金
手
帳
ま
た
は

基
礎
年
金
番
号
通
知
書
、
退
職
し
た
こ
と
を
確
認
で
き
る
公

的
機
関
の
証
明
の
写
し
（
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
、
離
職

票
等
）
を
持
参
し
、
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
住
民
福
祉
課
（
℡
82
‐
６
１
６
４
）
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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日　時 ２月１８日（火）　午後１時半～３時
会　場 山吹ふれあいセンター　会議室
内　容 ・閉講式 教育長式辞　皆勤賞贈呈・終了証授与

・講  演 演　題  『色の効果で毎日をハッピーに！パーソナルカラー体験』
講　師　カラトリエ代表　色彩講師　　辻井　裕美　様　　　　　

町バス運行計画
【行き】 （多賀コース）ワダヘアーサロン前 → ワタキューセイモア前 → 元ＪＡスタンド前→ 元養鶏場前

　　　　　　　１2：３５　　　　　　　　１2：３９　　　　　　　　１２：４３　　  　１２：４５

　　　　　→ 岩倉橋 　→ 南部公民館前　 → 石山踏切前 　→ 会場着
　　　　　　　１２：４７　　１２：５０　　　　１２：５２　   　１２：５５

（井手コース）ＪＲ玉水駅前 → いづみ人権交流センター → 元フラワーショップ前
　　　　　　　　１３：０３　　　　１３：０７　　　　　　　　　１３：０９

　　　　　→ 井手小学校前 → 三軒坂下（奥玉川橋） → 会場着
　     　　　　　 １３：１１　　　   １３：１３　　　　 　１３：１６

【帰り】 行きと逆まわり
令和７年度（２０２５年度）　井手玉川大学　年間受講者募集について
　新年度（令和７年度）の年間受講者については、５月～６月に電話及びファックスで募集する予定です。詳
しくは、「広報いで４月号・５月号」及び新年度のホームページでご確認ください。
　今年度受講の皆様のアンケートによるご意見も参考に、様々な分野の魅力ある講座の実施を目指します。
多くの受講申込みをお待ちしております。

井手玉川大学閉講式・第７回講座のご案内
井手玉川大学閉講式・第７回講座を下の要領で実施します。

井手町社会教育課（℡ 82-6300）

No ジャンル名 グループ名 代　表　者

１ 絵　画 翔の会 中坊　溥

２ 華　道 高齢者華道サークル 石田　賴子

３ 囲　碁 囲碁 宮川　晃
４ 踊　り 房美会 ( 多賀・玉水 ) 難波　洋子
５ ゲートボール ゲートボール同好会 西澤　武

６ カラオケ

① 石垣カラオケ同好会 船越　和男

② 水無カラオケ同好会 飯田　正儀

③ カラオケ同好会多賀 川 野  操

④ 高月カラオケ同好会 貸谷　源三郎

⑤ 上井手壮寿会カラオケサークル 柴田　功

７ 茶　道 山吹茶道会 宇田　康子

８ グラウンドゴルフ グラウンドゴルフ同好会 中坊　清和

９ 詩　吟 井手町詩吟同好会 寺田　晃

10 郷　土 井手の文化と歴史を知る会 西川　弘子
※ 井手町文化協会及び井手町スポーツ協会加盟団体を含む。
※ 令和７( ２０２５) 年度から新たにサークルへの加入を希望される方や詳

細についてお知りになりたい方は、井手町教育委員会社会教育課に一度お
問い合わせください。（℡ 82 ‐ ６３００)　

令
和
７
（
２
０
２
５
）
年
度

「
高
齢
者
サ
ー
ク
ル
」
へ
の
お
誘
い

　
「
高
齢
者
サ
ー
ク
ル
」
は
、
高
齢
者
自

身
が
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
生
か
し
て
新

し
い
知
識
や
技
術
を
学
び
合
う
場
を
設

け
、
共
通
の
趣
味
を
も
っ
た
友
が
相
寄

り
、
生
活
に
生
き
が
い
を
生
み
出
す
こ

と
を
ね
ら
い
と
し
て
い
ま
す
。

　

本
町
で
は
、
次
の
と
お
り
、
10
ジ
ャ

ン
ル
、
14
グ
ル
ー
プ
、
約
１
８
０
名
の

方
々
が
参
加
さ
れ
て
い
ま
す
。《
令
和
６

（
２
０
２
４
）
年
12
月
１
日
現
在
》　
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自動車急発進防止装置
取付費用を補助します

【
対
象
者
】

　

次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る

方
。

①
町
の
住
民
基
本
台
帳
に
記

載
さ
れ
て
い
る
方
で
あ
り
、
申

請
時
に
お
い
て
満
70
歳
以
上

の
方
。

②
非
営
利
か
つ
自
ら
使
用
す

る
目
的
で
補
助
の
対
象
と
な

る
自
動
車
へ
急
発
進
防
止
装

置
を
取
り
付
け
た
方
。

③
自
動
車
運
転
免
許
証
を
所

有
し
て
い
る
方
。

④
取
付
業
者
で
取
り
付
け
を

し
た
方
。

【
補
助
金
の
額
】

　

急
発
進
防
止
装
置
の
取
り

付
け
に
要
し
た
費
用
の
2
分

の
1
を
乗
じ
て
得
た
額
（
百

円
未
満
の
端
数
が
生
じ
た
と

き
は
切
り
捨
て
）
以
内
と
し
、

2
万
円
を
上
限
と
し
ま
す
。

【
申
請
に
必
要
な
も
の
】

　

次
の
①
～
⑦
の
書
類
を
用

意
し
、
高
齢
福
祉
課
に
て
申
請

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

①
井
手
町
自
動
車
急
発
進
防

止
装
置
取
付
費
補
助
金
交
付

申
請
書

②
補
助
対
象
経
費
の
内
訳
が

明
記
さ
れ
て
い
る
領
収
書
の

写
し

※
改
造
の
箇
所
及
び
経
費
を

明
ら
か
に
し
た
も
の

③
取
り
付
け
箇
所
の
写
真

④
有
効
期
限
内
に
あ
る
運
転
免

許
証
の
写
し
及
び
自
動
車
検
査

証
の
写
し

⑤
井
手
町
自
動
車
急
発
進
防
止

装
置
取
付
費
補
助
金
交
付
請
求

書⑥
補
助
金
振
込
口
座
の
分
か
る

も
の
（
預
金
通
帳
）

⑦
印
鑑

※
①
お
よ
び
⑤
に
つ
い
て
は
、

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
し
て
い
た
だ
く
か
、
窓

口
に
て
お
渡
し
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
高
齢
福

祉
課
（
℡
82
‐
６
１
６
５
）
ま

で
。

井手町自動車急発進
防止装置取付費用補
助のサイト

急発進防止装置
自動車の停止時又は徐行時におい
て、アクセルペダルが急激に踏み込
まれた際に急発進を抑制し、若しく
はアクセルペダルとブレーキペダ
ルが同時に踏み込まれた場合にブ
レーキ操作が優先される装置。

　

町
内
に
居
住
し
て
い
る
満
70

歳
以
上
の
方
に
対
し
て
、
交
通

事
故
の
防
止
や
事
故
時
の
被
害

軽
減
を
図
る
た
め
、
所
有
す
る

自
動
車
へ
の
急
発
進
防
止
装
置

の
取
り
付
け
に
係
る
費
用
の
一

部
に
対
し
て
補
助
を
行
っ
て
い

ま
す
。（
た
だ
し
、
急
発
進
防

止
装
置
を
取
り
付
け
た
日
か
ら

１
年
以
内
と
し
ま
す
。）
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子育て支援カレンダー
子育て支援センターって？
　親子で一緒に遊んだり、育児の情報交換や相談がで
きる場所です。自由に気軽に遊びに来てください♪
【場所】井手町大字井手小字玉ノ井 48-2　【TEL】0774-82-2232
【対象】井手町在住・在勤の、就学前の子どもと保護者
【開設日】月曜日～金曜日（祝日等を除く）
【受付時間】午前 8 時半～午後５時（イベントの予約やその他のお問い合せ等）
【利用時間】①午前９時半～正午②午後２時～４時
　　　　　※各時間の利用人数は 15 人までです。
　　　　　※「おもちゃ図書館」以外のイベントがある日の午前中はセンター
　　　　　　への来所や電話相談のご利用はできません。

【その他】毎月の予定や、詳しい情報に関してはこちらの QR コード
　　　　から「子育て支援センターだより」をご確認ください。

2 月
日時 内容 場所・備考

18 日 ( 火 ) 午前 10 時～正午 おもちゃ図書館
27 日 ( 木 ) 午前 10 時～正午 すくすくクラブ 申込制

3 月
日時 内容 場所・備考

5 日 ( 水 ) 午前 10 時～ 11 時半 多賀保育園園庭開放 多賀保育園
6 日 ( 木 ) 午前 10 時～ 11 時 15 分 わおんとあそぼう 申込制
11 日 ( 火 ) 午前 10 時～正午 おもちゃ図書館
13 日 ( 木 ) 午前 10 時～正午 すくすくクラブ 申込制
14 日 ( 金 ) 午前 10 時～ 11 時半 玉川保育園園庭開放 玉川保育園
※場所の記載のないものは、全て「子育て支援センター」で行います。

おもちゃ図書館
【内容】おもちゃ・図書の貸出
【対象】井手町在住・在勤の方
【利用料】無料
【貸出数】１家庭につき１つ
【貸出期間】貸出日より２週間

すくすくクラブ
【内容】未就園児対象の親子ク
　　　ラブ

【対象】１歳半～就園前まで
【定員】７組程度（申込制）

一時預かり
「いちごぐみ」の利用について
　お仕事や冠婚葬祭、リフレッ
シュなどのために一時預かり
を行っています。（有料）

【利用時間】
平日：午前 8 時半～午後 4 時半
土曜日：午前 8 時半～正午

【利用料金】
一日 2000 円
半日 1000 円
給食費　250 円
※利用の際には事前の面談と
予 約 が 必 要 で す。 詳 細 は 子
育て支援センター ( ℡ 82 －
2232) までお問合せください。

『春の火災予防運動』 実施します
京田辺市消防署井手分署からのお知らせ

　３月１日 (土）から７日 (金）までの１週間、全国一斉に春の火災予防運動が展開されます。
　冬から春へ季節が移り変わるこの時期は、空気が非常に乾燥して火災が発生しやすく、また
強い季節風により、大火になりやすい時期でもあります。
　住宅防火　いのちを守る　１０のポイント
　　　－４つの習慣・６つの対策－
　４つの習慣
　　①寝たばこは絶対にしない、させない。
　　②ストーブの周りに燃えやすいものを置かない。
　　③こんろを使うときは火のそばを離れない。
　　④コンセントはほこりを清掃し、不必要なプラグは抜く。
　６つの対策
　　①火災の発生を防ぐために、ストーブやこんろ等は安全装置の付いた機器を使用する。
　　②火災の早期発見のために、住宅用火災警報器を定期的に点検し、１０年を目安に交換する。
　　③火災の拡大を防ぐために、部屋を整理整頓し、寝具、衣類及びカーテンは、防炎品を使用する。
　　④火災を小さいうちに消すために、消火器等を設置し、使い方を確認しておく。
　　⑤お年寄りや身体の不自由な人は、避難経路と避難方法を常に確保し、備えておく。
　　⑥防火防災訓練への参加、戸別訪問などにより、地域ぐるみの防火対策を行う。

守りたい　未来があるから　火の用心

お問合せ京田辺市消防署井手分署　　℡８２－３０００



広報いで R7-0217

【イベント】
教室等 日程 講師等

コーラス教室
・合唱練習

・３月８日（土）
午前 10 時～ 11 時半

講　師：笠原　かおるさん・丸山　敦子さん
対　象：小学生
持ち物：上ぐつ・お茶・タオル

ヒップホップダンス教室
・ステップ練習

・２月 22 日（土）
・３月８日（土）・22 日（土）
午後１時半～２時 15 分（１～３年生）
午後２時 20 分～３時５分（４～６年生）

講　師：西島　陽さん
対　象：小学生
持ち物：上ぐつ・お茶・タオル
※動きやすい服装で参加してください。

英語で遊ぼう
【１】チョコレート作り
【２】クッキー作り

【１】２月 15 日（土）
【２】３月 15 日（土）
午後３時～４時半

講　師：ピーター・ロレン・クリスラーさん
　　　：クリスラー智子さん
定　員：【１】【２】各 15 名
対　象：小学生
参加費：100 円（当日徴収）
持ち物：上ぐつ・お茶・タオル・マスク・エプロン・三角巾

小学生学習会及び閉講式 ・３月 13 日（木）
午後４時～５時

対　象：小学生
持ち物：宿題・筆記用具
上ぐつ・お茶・タオル

科学体験教室
【１】万華鏡作り
【２】紙飛行機作り

【１】２月 22 日（土）
【２】３月１日（土）
午前 10 時～ 11 時半

講　師：児童館職員
定　員：【１】【２】各 15 名
対　象：小学生
参加費：100 円（当日徴収）※２月 22 日
持ち物：上ぐつ・お茶・タオル

スポレク
【１】カードゲーム
【２】体育館遊び
【３】プラバンキーホルダー作り
【４】体育館遊び

【１】２月 15 日（土） 午前 10 時～ 11 時
【２】３月１日（土）  午後３時半～４時半
【３】３月 15 日（土） 午前 10 時～ 11 時
【４】３月 29 日（土） 午前 10 時～ 11 時

講　師：児童館職員
定　員：【１】【２】【３】【４】各 15 名
対　象：小学生
持ち物：上ぐつ・お茶・タオル

和太鼓教室
・演奏練習

・３月１日（土）
午後１時半～３時

講　師：山岡　亮造さん
定　員：15 名
対　象：小学生
持ち物：上ぐつ・お茶・タオル
※動きやすい服装で参加してください。

スポーツ交流教室
・ボッチャと輪投げ

・３月 22 日（土）
午前 10 時～ 11 時半

講　師：井手町スポーツ推進委員さん
定　員：15 名
対　象：小学生
持ち物：上ぐつ・お茶・タオル
※動きやすい服装で参加してください。

中学生交流会 ・３月 12 日（水）
午後５時～６時半

対　象：中学生
定　員：15 名
参加費：200 円
持ち物：体育館シューズ・タオル

井手町解放文化祭工作コーナー
・プラバンキーホルダー作り

・３月９日（日）
午前 10 時～正午
午後１時～午後３時

講　師：児童館職員
参加費：50 円

【学習会・自由来館】

無料塾
「いでやまぶき学習会」
◆小学生（午後 4 時～ 5 時）
◆中学生（午後 5 時～ 6 時）

小学生
いづみ児童館

【開催日】２月 13 日（木）・18 日（火）・25 日（火）・27 日（木）
　　　　 ３月４日（火）・11 日（火）・13 日（木）

【持ち物】宿題・筆記用具・上ぐつ・お茶・タオル
スポーツ活動
午後５時～５時半 スポーツ活動に参加する場合は、学習会に参加してください。

小学生
山吹ふれあいセンター集会室

【開催日】３月６日（木）  【持ち物】宿題・筆記用具・お茶
※別紙にて配布する学習会案内の申し込み用紙で、参加申し込みをお願いしま
す。
１～３年生の参加については、保護者の送迎が原則となります。

中学生
・いづみ児童館
・いづみ人権交流センター
　　　　　　　　　　研修棟

【開催日】２月 12 日（水）・19 日（水）・21 日（金）・25 日（火）
【持ち物】課題等・筆記用具・体育館シューズ
※３月は、学習会はありません。

中学生
山吹ふれあいセンター集会室 ※３月は、山吹ふれあいセンター集会室での学習会はありません。

自由来館
（対象：小学生 ･ 中学生）

・学校から一度帰宅して児童館に来るようにしてください。
・無料塾「いでやまぶき学習会」、児童館行事の開催日及び土日・祝日を除く児童館開館日に利用できます。
・持ち物：宿題 ･ 筆記用具 ･ 上ぐつ ･ お茶・タオル

体育館遊び
（対象：小学生 ･ 中学生）

・自由来館での学習終了後から午後４時半まで利用することができます。
※利用人数が多い時等、安全を考慮して学年や時間をわけて利用となる場合があります。

いづみ児童館情報 いづみ児童館（℡８２ー４１１２）
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 人権について考えよう！

第３９回 井手町解放文化祭
見つめよう私たちの歴史 育てよう私たちの文化
　　　　～未来に伝えたい、メッセージ～

　差別を許さない人権意識の向上と、住民相互の交
流を図ることを目的に、第３９回井手町解放文化祭
が下記のとおり開催されます。
　今回は、広島平和記念公園にある「原爆の子の像」
のモデルとなった少女・「佐々木禎子」の甥にあたる、
シンガーソングライターの佐々木祐滋さんをお招き
し、「平和への願いを込めた楽曲『INORI』」と題し

てトーク & コンサートを開催します。
　また、小学生や保育園児たちなどの日ごろの練習
の成果も発表します。
　会場では、作品展示・模擬店・小学生手作り工作
コーナーなどさまざまな催し物を用意しています。
お誘いあわせのうえ、多数ご参加ください。

◇ 日　時 ３月９日（日）午前１０時～午後３時
◇ 場　所 いづみ人権交流センター
◇ 内　容 もちつき、人権啓発展、井手町人権啓発コンクール出展作品（ポス

ター・標語）展示、作品展示（保育園、小・中学生、やまぶき支援学校、
児童館、いづみまなび教室）、舞台発表、模擬店、小学生手作り工
作コーナー　など
＜人権啓発講演会＞　午後１時～２時半
講　師　シンガーソングライター　佐

さ

々
さ

木
き

　祐
ゆう

滋
じ

　さん
演　題　「平和への願いを込めた楽曲『INORI』」

※ お問い合わせは、井手町解放文化祭実行委員会事務局
（いづみ人権交流センター内　℡ 82-3380）まで。

【パソコン教室】
《ゆっくり学べるパソコン教室》パソコン入門
日　時 ／ ３月５日・１２日・１９日・２６日　　各水曜日、午後１時～３時半
場　所 ／ いづみ人権交流センター
内　容 ／ スマホやタブレットを使った LINE（ライン）や Instagram（インスタグ

ラム）などの SNS の使い方などを学習します。
対　象 ／ ６０歳以上の井手町在住者
持ち物 ／ 筆記用具、テキスト代（300 円、初回のみ）
定　員 ／ ５人（定員を超えた場合は抽選を行い、抽選もれの方にのみ連絡します。）

※受講希望者が２人未満の場合は、教室の開催を中止する場合があります。
申込み ／ ３月３日（月）までに、いづみ人権交流センターへお申込みください。

《パソコン教室》ワード・エクセル集中講座
日　時 ／ ３月５日・１２日・１９日・２６日　各水曜日、午後７時～９時
場　所 ／ いづみ人権交流センター
内　容 ／ ワードとエクセルを連携した便利な使い方、「データの管理」や ｢差し込み

印刷」などを学習します。
対　象 ／ １６歳以上の井手町在住または在勤者
持ち物 ／ 筆記用具、テキスト代（300 円、初回のみ）
定　員 ／ ５人（定員を超えた場合は抽選を行い、抽選もれの方にのみ連絡します。）

※受講希望者が２人未満の場合は、教室の開催を中止する場合があります。
申込み ／ ３月３日（月）までに、いづみ人権交流センターへお申込みください。

＊お問い合せは、いづみ人権交流センター（℡８２－３３８０）まで
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いづみまなび教室情報【イベント】 いづみ人権交流センター
行　事 日　程 内　容 持ち物等

　　　　　大　正　琴

対象：60 歳以上の井手町在住者

２月１４日（金）
２月２８日（金）
午前１０時～正午

未経験者・初心者を対象に楽しく学
びます。

【講師】　大西　いつ子　さん

大正琴、楽譜
※初めのうちは先生から借りることも
できます。

　　　　　太　極　拳

対象：16 歳以上の井手町在住ま
たは在勤者

２月１４日（金）
２月２８日（金）
午後 1 時半～３時半

未経験者・初心者を対象に楽しく学
びます。

【講師】　森田　栄子　さん
運動のできる服装、上履き、飲み物

　　　　ペ　ン　習　字

対象：16 歳以上の井手町在住ま
たは在勤者

２月１８日（火）
３月　４日（火）
午後 1 時半～３時半

いろいろな字を練習します。初心者
が対象です。
※３月４日の教室は、

【講師】大見　美鈴　さんをお迎え
して開催します。

筆ペンまたは筆

　　　　手　芸　教　室　①

対象：16 歳以上の井手町在住ま
たは在勤者

２月２０日（木）
午前１０時～正午
午後 1 時～３時
※お昼休憩　
正午～午後１時

大きなスプーン（木工）
【講師】　吉田　奈津子　さん

［持ち物］汚れてもよい服装、エプロン
［参加費］５００円（当日徴収）
［定　員］７名（参加者多数の場合、抽
選。抽選もれの方のみに連絡）

［締　切］２月１３日（木）

　　　　手　芸　教　室　②

対象：60 歳以上の井手町在住者

３月１１日（火）
午後 1 時半～３時半

お花のブローチ
（つまみ細工）
【講師】　神村　和美　さん

［持ち物］先のとがったピンセット
［参加費］５００円（当日徴収）
［定　員］１２名（参加者多数の場合、
抽選。抽選もれの方のみに連絡）

［締　切］３月４日（火）

　　　いづみふれあい学級
　　　　　（第 7 回）
対象：16 歳以上の井手町在住ま
たは在勤者

３月２４日（月）
午後 1 時半～３時

【講演会】
「同和問題の現状と課題
　　～地域社会から考える～」

【講師】　奈良大学教育学部
教授　井岡　康時　さん

［締　切］３月２１日（金）

　　　いこいの場サロン

対象：16 歳以上の井手町在住ま
たは在勤者

２月１７日（月）
午前１０時～正午

季節に応じたデコレーションや
編み物などを参加者同士で教え
あいながら作り上げます。

※お問い合わせ・お申込みはいづみ人権交流センター（℡８２－３３８０）まで

井手地区町営住宅等（空家）の入居者募集
井手地区町営住宅等の入居者を次のとおり募集します。
■ 所　　在 ／ 井手町大字井手小字段ノ下地内
■ 団 地 名 ／ 井手地区団地（町営住宅北団地、南団地、府営住宅井手団地）
■ 募集戸数 ／ ７戸

※内訳：一般世帯向け３戸、高齢・障がい者世帯向け２戸、高齢・障がい単身者向け２戸
■ 交付期間 ／ ２月１０日（月）～　２月２８日（金）《土曜・日曜・祝日を除く》
■ 申込期間 ／ ２月１４日（金）～　３月　４日（火）《土曜・日曜・祝日を除く》
■ 交付・申込時間 ／ 午前９時～１１時半・午後１時～４時
■ 入居時期 ／ 令和７年４月を予定
■ そ の 他 ／ 募集案内等は、２月１０日（月）より２月２８日（金）まで、いづみ人権交流センター

内　同和・人権政策課で交付します。
申し込みには、単身者向け住宅２戸を除いて、２人以上の世帯であることが必要です。
なお、高齢・障がい者向け住宅の申し込みには、その内容の証明が必要です。

令和５年１０月の募集より申込時に井手町外の在住で、井手町へＵターンし、子育てを
希望（１８歳未満の子ども（申請日時点で妊娠中の胎児も含む）を養育している世帯）
の方も申込可能となりました。
その際申し込み時点で過去に井手町内に３ヵ月以上継続して在住されたことを示す書類

（住民票の除票）の提出が必要です。
＊お申し込み・お問い合わせは、
　　井手地区団地：いづみ人権交流センター内　同和・人権政策課（℡ 82 － 3380）まで
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Information

おしらせ

●

▼
日
時
／
３
月
２
日
（
日
）
午
前
９
時
～

正
午
▼
場
所
／
京
田
辺
市
消
防
署
井
手
分

署
会
議
室
▼
定
員
／
５
名
程
度
▼
参
加
費

／
無
料
▼
受
付
／
お
申
し
込
み
は
開
催
日

の
２
日
前
ま
で

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
京
田
辺
市
消
防
署

井
手
分
署
（
℡
82
‐
３
０
０
０
）

「
救
命
講
習
会
開
催
の
お
知
ら
せ
」

　

現
在
、
井
手
町
の
将
来
の
ま
ち
づ
く
り

の
指
標
と
な
る
計
画
の
策
定
を
進
め
て
い

ま
す
。

　

そ
の
中
で
、
望
ま
し
い
将
来
像
、
ま
ち

づ
く
り
の
進
め
方
等
に
関
す
る
住
民
の

皆
さ
ま
の
意
向
を
把
握
す
る
た
め
の
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

　

住
民
の
皆
様
を
対
象
と
し
て
無
作
為
抽

出
（
本
町
に
居
住
す
る
16
歳
以
上
の
男
女

約
１
，
０
０
０
票
配
布
予
定
）
に
よ
る
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
と
な
り
ま
す
。

　

調
査
票
が
届
き
ま
し
た
場
合
は
、
ぜ
ひ

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

【
本
調
査
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
先
】 

井
手
町
建
設
課
（
℡
82
‐
６
１
６
７
）

※
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
実
施
に
係
る
委
託
業

者
：
日
本
工
営
株
式
会
社

ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー

ト
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

弥
勒
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

高
齢
者
の
方
の
社
会
参
加
を
図
り
、
生

き
が
い
と
健
康
づ
く
り
を
推
進
す
る
た

め
、
集
い
の
場
を
設
け
て
い
ま
す
。

　

は
じ
め
て
の
方
で
も
、
お
気
軽
に
お
越

し
い
た
だ
け
る
催
し
で
す
。
ご
自
宅
付
近

ま
で
送
迎
し
ま
す
。
ご
参
加
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

【
お
や
じ
の
生
き
が
い
活
動
】

《
内
容
》
モ
ル
ッ
ク

木
の
棒
を
投
げ
て
倒
す
ゲ
ー
ム
で
す
。
ワ

イ
ワ
イ
楽
し
み
ま
し
ょ
う

▼
日
時
／
２
月
12
日
（
水
）
▼
参
加
費
／

４
０
０
円
▼
場
所
／
山
吹
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
▼
対
象
／
60
歳
以
上
方
▼
持
ち
物
／

お
茶
（
水
分
補
給
用
）

【
高
齢
者
生
き
が
い
活
動
】

《
内
容
》
押
し
花
の
小
物

押
し
花
を
使
っ
て
素
敵
な
飾
り
物
を
作
り

ま
し
ょ
う

▼
日
時
／
２
月
14
日
（
金
）・
21
日
（
金
）

▼
参
加
費
／
１
１
５
０
円
▼
場
所
／
山
吹

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
▼
対
象
／
60
歳
以
上

方
▼
持
ち
物
／
お
茶
（
水
分
補
給
用
）

※
お
問
い
合
わ
せ
、
申
し
込
み
は　

弥
勒

会
（
０
９
０
‐
７
８
８
３
‐
３
４
７
８
）

ま
で

※
感
染
対
策
の
た
め
マ
ス
ク
の
着
用
を
お

願
い
し
ま
す
。

講
座
・
教
室

【
健
康
教
室
】

▼
日
時
／
２
月
27
日
（
木
）
午
前
10
時
～

11
時
半
▼
持
ち
物
／
タ
オ
ル
・
健
康
手
帳

（
持
っ
て
い
る
方
の
み
）・
飲
み
物
▼
場
所

／
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー
▼
対
象
／

60
歳
以
上
の
町
内
在
住
者

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
い
づ
み
人
権
交
流

セ
ン
タ
ー
（
℡ 

82
‐
３
３
８
０
）
ま
で

健　

康

【
介
護
予
防
事
業
】

《
脳
ト
レ
教
室
ひ
ま
わ
り
》

▼
日
時
／
２
月
12
日
（
水
）・
26
日
（
水
）・

３
月
12
日
（
水
）
午
後
１
時
半
～
３
時

▼
場
所
／
賀
泉
苑
▼
日
時
／
２
月
12
日

（
水
）・
３
月
５
日
（
水
）・
12
日
（
水
）

午
後
１
時
半
～
３
時
▼
場
所
／
い
づ
み
人

権
交
流
セ
ン
タ
ー
▼
対
象
／
65
歳
以
上
の

方
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
含
め
、
予
防
ゲ
ー

ム
や
脳
ト
レ
に
興
味
の
あ
る
方
は
年
齢
関

係
な
く
参
加
可
能
）▼
持
ち
物
／
お
茶（
水

分
補
給
用
）
▼
費
用
／
無
料

・
申
込
み
は
不
要
で
す

・
こ
の
教
室
で
は
認
知
症
の
こ
と
や
介
護

な
ど
の
相
談
も
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
（
℡
82
‐
３
６
９
０
）
ま
で

《
山
吹
体
操
ク
ラ
ブ
・
健
康
相
談
》

▼
日
時
／
２
月
13
日
（
木
）・
３
月
13
日

（
木
）
午
後
１
時
45
分
～
３
時
15
分
▼
場

所
／
賀
泉
苑
▼
日
時
／
３
月
６
日
（
木
）

午
後
１
時
45
分
～
３
時
15
分
▼
場
所
／
玉

泉
苑
▼
対
象
／
65
歳
以
上
の
方

※
お
問
い
合
わ
せ
・
申
込
み
は
、
社
会
福

祉
協
議
会
（
℡
82
‐
３
９
０
１
）
ま
で

《
社
協
♡
生
き
生
き
体
操
》

▼
日
時
／
２
月
26
日
（
水
）
午
後
１
時
半

～
３
時
▼
場
所
／
玉
泉
苑
▼
日
時
／
３
月

５
日
（
水
）
午
後
１
時
半
～
３
時
▼
場
所

／
賀
泉
苑
▼
対
象
／
概
ね
70
歳
以
上
の
方

※
お
問
い
合
わ
せ
・
申
込
み
は
、
社
会
福

祉
協
議
会
（
℡
82
‐
３
９
０
１
）

【
ひ
ま
わ
り
カ
フ
ェ
】

▼
日
時
／
２
月
21
日
（
金
）
午
後
２
時
～

３
時
▼
場
所
／
Ｊ
Ｒ
玉
水
駅
前
休
憩
所
さ

く
ら

＊
認
知
症
や
も
の
忘
れ
に
つ
い
て
気
軽
に

話
す
こ
と
が
で
き
る
集
ま
り
で
す
。
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＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
（
℡
82
‐
３
６
９
０
）
ま
で

子 
育 
て

【
乳
幼
児
健
康
診
査
】

《
３
歳
児
健
康
診
査
》

▼
日
時
／
３
月
７
日
（
金
）
▼
対
象
／
Ｒ

３
・
６
・
17
～
Ｒ
３
・
９
・
15
生
ま
れ
▼
受

付
／
個
別
案
内
▼
場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー

《
１
歳
６
カ
月
児
健
康
診
査
》

▼
日
時
／
３
月
10
日
（
月
）
▼
対
象
／
Ｒ

５
・
６
・
14
～
Ｒ
５
・
８
・
31
生
ま
れ
▼
受

付
／
個
別
案
内
▼
場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、保
健
セ
ン
タ
ー（
℡

82
‐
３
３
８
５
）
ま
で

各 

種 

相 

談

【
こ
こ
ろ
の
相
談
室（
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
）】

▼
日
時
／
２
月
21
日
（
金
）・
３
月
７
日

（
金
）
午
前
11
時
～
午
後
１
時
50
分
▼
場

所
／
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー
相
談
室

▼
対
象
／
井
手
町
在
住
ま
た
は
在
勤
の
個

人
・
カ
ッ
プ
ル

＊
こ
こ
ろ
の
相
談
室
は
予
約
制
で
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
い
づ
み
人
権
交
流

セ
ン
タ
ー
（
℡
82
‐
３
３
８
０
）
ま
で

【
障
が
い
者
相
談
】

▼
日
時
／
２
月
25
日
（
火
）・
３
月
11
日

（
火
）
午
後
１
時
半
～
４
時
▼
場
所
／
役

場
１
階
相
談
室

＊
障
が
い
者
相
談
は
予
約
制
で
す

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
高
齢
福
祉
課
（
℡

82
‐
６
１
６
５
）
ま
で

【
育
児
相
談
】

▼
日
時
／
３
月
５
日
（
水
）
午
前
10
時
～

11
時
半
▼
場
所
／
多
賀
保
育
園
▼
日
時
／

３
月
12
日
（
水
）
午
前
９
時
～
11
時
▼
場

所
／
保
健
セ
ン
タ
ー

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、保
健
セ
ン
タ
ー（
予

約
制　

℡
82
‐
３
３
８
５
）
ま
で

【
無
料
法
律
相
談
】

▼
日
時
／
２
月
17
日
（
月
）
午
後
２
時
～

４
時
▼
場
所
／
玉
泉
苑

※
無
料
法
律
相
談
は
予
約
制
で
す

※
お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
福
祉
協
議
会

(

℡
82
‐
３
９
０
１)

ま
で

【
心
配
ご
と
相
談
・
人
権
相
談
・
消
費
生

活
相
談
】

▼
日
時
／
２
月
17
日
（
月
）・
３
月
17
日

（
月
）
午
後
１
時
～
４
時
▼
場
所
／
賀
泉

苑
▼
日
時
／
３
月
３
日
（
月
）
午
後
１
時

～
４
時
▼
場
所
／
玉
泉
苑

※
３
月
３
日
は
行
政
相
談
も
お
こ
な
い
ま

す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
福
祉
協
議
会

（
℡
82
‐
３
９
０
１
）
ま
で

＊
消
費
生
活
相
談
は
、
電
話
で
も
相
談
を

受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。
相
談
専
用
番
号

（
℡
０
９
０
‐
５
８
８
９
‐
５
３
６
７
）

＊
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
の
マ
ル
チ
ン
グ
等
に
ご

利
用
い
た
だ
け
ま
す

配
布
対
象
／
宇
治
市
、
城
陽
市
、
八
幡
市
、

久
御
山
町
、
宇
治
田
原
町
、
井
手
町
に
在

住
・
在
勤
の
方

【
個
人
等
小
口
利
用
者
向
け
】（
事
前
予
約

不
要
）

配
布
場
所
／
旧
奥
山
リ
ユ
ー
ス
セ
ン
タ
ー 

（
城
陽
市
寺
田
奥
山
１
‐
61
）

配
布
日
時
／
３
月
３
日（
月
）～
７
日（
金
）

午
前
９
時
～
正
午
及
び
午
後
１
時
～
４
時

　

配
布
期
間
中
に
配
布
場
所
ま
で
直
接
お

越
し
く
だ
さ
い
。（
な
く
な
り
次
第
配
布

終
了
）

　

配
布
期
間
中
の
初
日
・
２
日
目
は
例
年

混
雑
し
ま
す
の
で
、
分
散
来
場
に
ご
協
力

く
だ
さ
い
。

　

持
ち
帰
り
用
の
袋
や
容
器
、
ス
コ
ッ
プ

等
は
各
自
で
用
意
し
て
く
だ
さ
い
。
２
ト

ン
車
以
上
で
持
ち
帰
る
場
合
は
、【
農
家

等
大
口
利
用
者
向
け
】
へ
。

【
農
家
等
大
口
利
用
者
向
け
】（
要
予
約
）

配
布
日
時
／
３
月
10
日（
月
）～
14
日（
金
）

午
前
９
時
～
正
午
及
び
午
後
１
時
～
４
時

　

予
約
日
に
、
軽
か
ら
４
ト
ン
車
ま
で
の

ダ
ン
プ
又
は
ト
ラ
ッ
ク
で
引
取
り
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
長

谷
山
の
職
員
が
重
機
で
積
み
込
み
ま
す
。

　

引
取
用
車
両
は
運
搬
中
の
飛
散
・
落
下

防
止
の
た
め
、
荷
台
を
コ
ン
パ
ネ
等
で
か

さ
上
げ
し
、
必
ず
シ
ー
ト
を
掛
け
て
く
だ

さ
い
。

申
し
込
み
／
電
話
で
事
前
予
約　

先
着
順

（
１
日
40
台
程
度
）

予
約
受
付
日
時
／
２
月
26
日
（
水
）
～
28

日
（
金
）
午
前
９
時
～
正
午
及
び
午
後
１

時
～
４
時
（
℡
53
‐
３
５
８
１　

リ
サ
イ

ク
ル
セ
ン
タ
ー
長
谷
山
）

【
注
意
事
項
】

　

配
達
は
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

第
三
者
へ
の
販
売
目
的
の
方
へ
の
配
布

は
で
き
ま
せ
ん
。

　

荒
天
や
今
後
の
情
勢
等
に
よ
り
配
布
を

中
止
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。（
開
催
の

有
無
は
配
布
場
所
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
中
止
の
と
き
は
城
南
衛
生
管
理

組
合
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（https://w

w
w

.
jyonaneikan.jp

）
で
お
知
ら
せ
が
あ
り

ま
す
。）

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
城
南
衛
生
管
理
組

合
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
長
谷
山
（
℡
53

‐
３
５
８
１
）
ま
で
。

定
枝
チ
ッ
プ
化
物
無
料
配
布

　
　
　
　
　

城
南
衛
生
管
理
組
合
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【
開
館
日
】
火
曜
日
～
日
曜
日

※
休
館
日
、
行
事
等
は
状
況
に

よ
り
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

【
開
館
時
間
】

４
月
～
９
月

　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
６
時

10
月
～
３
月

　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
５
時

☆
貸
し
出
し
冊
数
お
よ
び
期
間

図
書
は
１
人
12
冊
・
２
週
間

雑
誌
は
１
人
５
冊
・
２
週
間

視
聴
覚
資
料
は
１
人
３
点
・
１

週
間

☆
２
月
・
３
月
の
休
館
日

２
月　

12
・
17
・
25
・
27
日

３
月　

３
・
10
・
17
・
21
・

24
・
27
・
31
日

☆
２
・
３
月
の
図
書
館
行
事

《
わ
く
わ
く
ド
キ
ド
キ
お
は
な

し
の
時
間
》

・
２
月
15
日
（
土
）

・
３
月
８
日
（
土
）

　

い
ず
れ
も
午
前
11
時
～
図
書

館
絵
本
コ
ー
ナ
ー

☆
２
月
・
３
月
の
出
張
貸
出

賀
泉
苑
（
毎
週
水
曜
午
前
10
時

～
正
午
）

２
月　

19
・
26
日

３
月　

５
・
12
・
19
・
26
日

玉
泉
苑
（
毎
週
金
曜
午
前
10
時

～
正
午
）

２
月　

14
・
21
・
28
日

３
月　

７
・
14
・
28
日

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
（
お
も

ち
ゃ
図
書
館
）

２
月
18
日
（
火
）・
３
月
11
日

（
木
）

　

い
ず
れ
も
午
前
10
時
～
正
午

☆
新
着
資
料
の
紹
介　

２
月

◎
一
般
書

「
普
通
の
子
」
朝
比
奈 

あ
す
か

「
昇
華
」　　
　
　
　

 

今
野 

敏

「
行
成
想
歌
」　　
　

 

佐
藤 

雫

「
直
木
賞
を
取
ら
な
か
っ
た
男
」

　
　
　
　
　
　
　

 

新
堂 

冬
樹

「
11
ミ
リ
の
ふ
た
つ
星
」

　
　
　
　
　
　
　

 

砥
上 

裕
將

「
桜
が
散
っ
て
も
」

　
　
　
　
　
　
　

 

森
沢 

明
夫

「
時
間
移
民
」　　
　

 

劉 

慈
欣

　救急医・武田の元に搬
送されてきた身元不明の
溺死体は、なんと武田と
瓜二つだった。彼はなぜ
死んだのか、なぜ同じ顔
をしているのか。旧友で
医師の城崎と調査を始め
るが、鍵を握る人物が密
室内で死体となって発見

禁忌の子
山口　未桜

され…。

　普段の暮らしに馴染む
「備える」ものたち、安心
して暮らすための部屋づ
くりとインテリア、清潔
をキープして暮らすため
の片付けと掃除…。防災
を無理なく続けるための、
暮らしの工夫とアイデア
を紹介します。

おしゃれ防災アイデア帖
Ｍｉｓａ

いろいろおにごっこ
国松　エリカ

うおにあそび。「あか」のときはトマトちゃんに、
「みどり」のときは、ピーマンくんにさわります。
では、「あお」のときにさわったのは…?

　やさいや、くだものの
なかよしくんたちが、「い
ろおに」をしてあそんで
います。「いろおに」は、
お に が い ろ の な ま え を
いったら、そのいろのも
のをみつけて、さわるこ
とができればかち、とい

◎
児
童
書

「
て
ん
ま
で
と
ど
け
…
」

　
　
　
　
　

 

い
も
と 

よ
う
こ

「
わ
ん
ぱ
く
だ
ん
の
お
お
か
み

も
り
」　　
　
　
　

末
崎 

茂
樹

「
ハ
ン
バ
ー
ガ
オ
ー
」

　
　
　
　
　
　
　

 

丸
山 

誠
司

「
あ
お
く
ん
ふ
く
ち
ゃ
ん
」

　
　
　

 

み
や
も
と 

か
ず
あ
き

「
そ
れ
ゆ
け
！
ば
あ
ち
ゃ
ん
ぐ

ん
だ
ん
！
」

　
　
　
　

ジ
ュ
デ
ィ
ス
・
カ
ー

この恋はうさぎ色
春間　美幸

小学 5 年生のミオは、幼
馴染みのユウトのことが
大好き。となりのクラス
の美少女・タカハシさん
がユウトに告白するとい
ううわさが。自分は告白
してもＯＫしてもらえる
自信がなくて、ため息を
ついていると…。「告白」
をはじめ、胸が高鳴る 10
の恋の物語を収録。
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ごみは、朝９時までに出してください。
★燃やすごみ、その他ごみ、プラマーク容器包装、カン、ビン、ペットボトルは透明・半透明の袋に入れて出
　してください。
★刈草も透明または半透明の袋で出してください。刈枝は長さ 50㎝以下、太さ 5㎝以下にして、ひもで束
　ねて燃やすごみの日に出してください。ダンボール、紙袋等の中身が見えない袋では出さないでください。
★粗大ごみは、収集日の１週間前までに産業環境課へ電話（℡ 82 ‐ 6168）またはホームページより予約して
　ください。（テレビ・冷蔵庫・冷凍庫・洗濯機・洗濯乾燥機・エアコン・パソコンは除きます）
★テレビ・冷蔵庫・冷凍庫・洗濯機・洗濯乾燥機・エアコン・パソコンは家電リサイクル品です。
　※古紙等（新聞、雑誌、ダンボール、紙パック、雑紙〈その他の紙類〉ごとに分別のうえ）の収集は全地区
　毎週月曜日です。
★食品ロスの削減に努めていただくとともに、台所のごみは必ず水切りをしましょう。

ごみ収集日程表（2 月 11 日～ 3 月）

区　分
地　区 燃やすごみ カン ビン ペット

ボトル 粗大ごみ プラマーク
容器包装 その他

北　　　区
南　　　区
水　無　区

火・金曜日 ２月 27 日
３月 27 日

２月 20 日
３月 20 日

２月 13 日
3 月 13 日 3 月 6 日 水曜日 火曜日

玉　水　区
石　垣　区
高　月　区

月・木曜日 ２月 28 日
3 月 28 日

2 月 21 日
3 月 21 日

2 月 14 日
3 月 14 日 3 月 6 日 水曜日 火曜日

上 井 手 区
多 賀 全 区 火・金曜日 3 月６日 2 月 20 日

3 月 20 日
2 月 13 日
3 月 13 日

2 月 27 日
3 月 27 日 水曜日 水曜日

※ごみ収集に関するお問い合わせは、役場産業環境課（℡ 82-6168）まで
し尿収集日程

収集日 し尿収集
区域番号 収 集 区 域

2 月 27 日・3 月 21 日 ⑤ 西北河原、東北河原、南口、西北ノ代、北口、西北組、茶臼塚、
新造、東北組、甚五郎谷

3 月 3 日・3 月 25 日 ⑦ 西南組、東南組、立石、小払、岩倉、馬場崎、上山田

2 月 12 日・3 月 6 日
3 月 28 日 ⑩ 内垣内、帽子田、下川、判ノ地、高橋、宮ノ後、蛇谷、粟岡、

安堵山、起、佃、平山

2 月 14 日・3 月 10 日 ⑫ 里、玉ノ井、西高月、清水、栢ノ木、西山、新四郎山、西垣内、
中垣内、東垣内、田村新田

2 月 19 日・3 月 13 日 ⑮ 川久保、北玉水、辻垣内、野畑、山田、南玉水、段ノ下、扇畑、
浜田、柏原

2 月 21 日・3 月 17 日 ② 阿弥陀寺、梅ノ木原、野神、北猪ノ阪、南猪ノ阪、宮ノ本、北溝、
南溝、柴木田、下赤田

※ し尿収集日程に関するお問い合わせは、役場産業環境課（℡ 82-6168）まで

古紙の日に出せるもの・出し方
●「新聞」「雑誌」「ダンボール」「紙パック」「雑紙」（その他の紙類）です。（雑紙：チラシ・紙箱・包装紙・封筒など。
　雑紙についているビニールやホッチキスの針は取り除いてください。）
●「新聞」「雑誌」「ダンボール」は、例えば「新聞」なら「新聞」だけで何枚か束にして、ひもなどで十文字に束ねて、
　種類ごとに出して下さい。
●ひもなどで束ねにくい小さな紙切れ（雑紙）は、上口の開いている紙袋に、束にしてきれいに敷きつめるか、透明袋に
　入れれば出すことができます。
　  ※ダンボール箱や口の開いていない紙箱の中に入れて出さないでください。「新聞」「雑誌」「ダンボール」「紙パック」「雑紙」それぞれで
　　　リサイクルの方法が違います。また、ひと目でごみの種類が確認できない方法のごみ出しは、収集の効率を低下させます。
●紙パックは中身を飲み終えたらすぐに水でよく洗い、切り開いて十分に乾燥させてから、ひもなどで束ねてください。
●出来るだけ地域の集団回収に出してください。
●汚れのひどい紙、複写式伝票、レシート等の感熱紙、圧着はがきなどの粘着物のついた紙、洗剤の紙箱などのにおいの
　ついた紙、防水加工された紙、アイロンプリントなどの捺染紙、感熱性発泡紙は燃やすごみです。

（古紙）



(12 月 2 日から 1 月 10 日までの受付分・敬称略 )

住 所 赤ちゃん 届 出 人

井 手 上 木　智
とも

 喜
き

卓 磨

井 手 大　　藍
あい

 瑠
る

翼

多 賀 　　チュオン　　ザー　　カーン
　TRUONG　GIA　KHANH VAN　SAM

多 賀 中 谷　美
み

 波
なみ

優 子

月日 曜日 行　　　　事
2/11 火 建国記念の日

12 水 脳トレ教室ひまわり（午後１時半～３時、賀泉苑・いづみ人権交流センター）
無料塾いでやまぶき学習会・中学生（午後５時～６時、いづみ児童館）

13 木 無料塾いでやまぶき学習会・小学生（午後４時～５時、いづみ児童館）
スポーツ活動（午後５時～５時半、いづみ人権交流センター）

14 金 大正琴教室（午前 10 時～正午、いづみ人権交流センター）
太極拳教室（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター）

15 土
IDE ゆうゆうスポーツクラブ（午前９時半～、町内）
スポレク（午後１時～２時半、いづみ児童館）
英語で遊ぼう（午後３時～４時半、いづみ人権交流センター）

16 日

17 月
いこいの場サロン（午前 10 時～正午、いづみ人権交流センター）
心配ごと相談・人権相談・消費生活相談（午後１時～４時、賀泉苑）
無料法律相談（午後２時～４時、玉泉苑・予約制）

18 火
井手玉川大学閉講式及び第 7 回講座（午後１時半～３時、山吹ふれあいセンター）
ペン習字教室（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター）
無料塾いでやまぶき学習会・小学生（午後４時～５時、いづみ児童館）
スポーツ活動（午後５時～５時半、いづみ人権交流センター）

19 水 無料塾いでやまぶき学習会・中学生（午後５時～６時、いづみ児童館）

20 木 手芸教室（午前 10 時～３時、いづみ人権交流センター）

21 金
こころの相談室（午前 11 時～午後１時 50 分、いづみ人権交流センター・予約制）
ひまわりカフェ（午後２時～３時、JR 玉水駅前休憩所さくら）
無料塾いでやまぶき学習会・中学生（午後４時～５時、いづみ児童館）

22 土
IDE ゆうゆうスポーツクラブ（午前９時半～、町内）
科学体験教室（午前 10 時～ 11 時半、いづみ児童館）
ヒップホップダンス教室（午後１時半～３時５分、いづみ人権交流センター）

23 日 天皇誕生日
24 月 振替休日

25 火
障がい者相談（午後１時半～４時、役場 1 階相談室・予約制）
無料塾いでやまぶき学習会・小学生（午後４時～５時、いづみ児童館）
スポーツ活動（午後５時～５時半、いづみ人権交流センター）
無料塾いでやまぶき学習会・中学生（午後５時～６時、いづみ児童館）

26 水 脳トレ教室ひまわり（午後１時半～３時、賀泉苑）

27 木
健康教室（午前 10 時～ 11 時半、いづみ人権交流センター）
無料塾いでやまぶき学習会・小学生（午後４時～５時、いづみ児童館）
スポーツ活動（午後５時～５時半、いづみ人権交流センター）

28 金 大正琴教室（午前 10 時～正午、いづみ人権交流センター）
太極拳教室（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター）

3/1 土

無火災デー防火パレード
IDE ゆうゆうスポーツクラブ（午前９時半～、町内）
科学体験教室（午前 10 時～ 11 時半、いづみ児童館）
和太鼓教室（午後１時半～３時、いづみ人権交流センター）
スポレク（午後３時～ 4 時半、いづみ児童館）

2 日

3 月 住民税申告相談（午前９時～正午、保健センター）
心配ごと相談・人権相談・消費生活相談（午後１時～４時、玉泉苑）

4 火
住民税申告相談（午前９時～正午、午後１時～午後 3 時、JA 京都やましろ井手町支店２階）
ペン習字教室（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター）
無料塾いでやまぶき学習会・小学生（午後４時～５時、いづみ児童館）
スポーツ活動（午後５時～５時半、いづみ人権交流センター）

5 水
住民税申告相談（午前９時～正午、JA 京都やましろ井手町支店２階）
育児相談（午前 10 時～ 11 時半、多賀保育園・予約制）
パソコン教室 ( 午後１時～３時半、午後７時～９時、いづみ人権交流センター )
脳トレ教室ひまわり（午後１時半～３時、いづみ人権交流センター）

6 木 住民税申告相談（午前９時～正午、いづみ人権交流センター研修棟）
無料塾いでやまぶき学習会・小学生（午後４時～５時、山吹ふれあいセンター）

7 金
３歳児健康診査（受付時間は個別案内、保健センター）
住民税申告相談（午前９時～正午、いづみ人権交流センター研修棟）
こころの相談室（午前 11 時～午後１時 50 分、いづみ人権交流センター・予約制）

8 土
IDE ゆうゆうスポーツクラブ（午前９時半～、町内）
コーラス教室（午前 10 時～ 11 時半、いづみ人権交流センター）
ヒップホップダンス教室（午後１時半～３時５分、いづみ人権交流センター）

9 日 井手町解放文化祭（午前 10 時～午後３時、いづみ人権交流センター）

10 月 １歳６カ月児健康診査（受付時間は個別案内、保健センター）

　玉水駅前さくらでは、毎日手作りの日替わり
ランチ (600 円 ) をご用意しています。ぜひ、
ご賞味ください。お弁当をご希望の方は午前
10時までにご予約ください。

イートインで営業中です！
　　「カツカレー」

　　　　　　　
営業時間　　　午前９時～午後 4 時半
ランチタイム　午前 11 時～午後 2 時
定休日　　　　日曜・祝日　

玉水駅前休憩所 さくら
（℡ 0774-82-3174）

まちのカレンダー
（2 月 11 日～ 3 月 10 日）

公共施設電話番号一覧
名　称 電話番号 名　称 電話番号
市外局番　0774 市外局番　0774

総務課 82-6161 保健センター 82-3385

安心・安全推進課 82-6170 地域包括支援センター 82-3690

企画財政課 82-6162 泉ヶ丘中学校 82-2070

税務課 82-6163 井手小学校 82-2119

住民福祉課 82-6164 多賀小学校 82-2112

高齢福祉課 82-6165 玉川保育園 82-2153

保健医療課 82-6166 多賀保育園 82-2225

建設課 82-6167 いづみ保育園 82-4160

産業環境課 82-6168 子育て支援センター 82-2232

上下水道課 82-6169 環境衛生センター 82-4651

会計課 82-6171 学校給食センター 82-3617

議会事務局 82-6172 まちづくりセンター椿坂 82-3838

教育委員会　学校教育課 82-4333 町立デイサービスセンター 99-4318

教育委員会　社会教育課 82-6300 老人福祉センター「玉泉苑」 82-3499

図書館 82-5700 老人福祉センター「賀泉苑」 82-5059

いづみ人権交流センター
82-3380
82-4112

京田辺市消防署　井手分署 82-3000

同和・人権政策課
井手町役場　代表番号 82-2001

いづみ児童館

おめでとうございます

発行：京都府綴喜郡井手町　編集：企画財政課

HP  ：https://www.town.ide.kyoto.jp/
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